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編新
浮
雲 

 
 

二
葉
亭
四
迷 

  

作
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
葉
亭
四
迷 

本
名
は
長
谷
川
辰
之
助
。
別
号
と
し
て
冷
々
亭
杏
雨
・
四
明
。
尾
張
藩
士
・

長
谷
川
吉
数
と
志
津
の
嫡
子
と
し
て
江
戸
市
ケ
谷
の
同
藩
上
屋
敷
に
生
ま
れ

る
。
作
家
・
翻
訳
者
・
編
集
員
・
大
学
教
授
・
教
頭
・
商
店
顧
問
・
間
諜
・

新
聞
記
者
・
学
者
・
実
業
家
な
ど
、
様
々
な
職
業
を
転
々
と
し
た
。 

江
戸
、
名
古
屋
、
松
江
な
ど
で
育
ち
、
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
を
憂
慮
し
て

陸
軍
士
官
学
校
を
受
験
す
る
も
三
度
失
敗
し
、
外
交
官
を
志
望
し
て
東
京
外

国
語
学
校
で
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
。
そ
こ
で
ロ
シ
ア
文
学
の
魅
力
を
知
る
が
、

同
校
が
東
京
商
業
学
校
（
現
在
の
一
橋
大
学
）
に
合
併
さ
れ
た
た
め
、
明
治

十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
退
学
、
『
小
説
神
髄
』（
明
治
十
八
）
等
で
文
名
を

高
め
て
い
た
坪
内
逍
遥
の
元
に
出
入
り
し
、
実
相
を
以
て
虚
相
を
写
す
こ
と

の
重
要
性
を
説
く
『
小
説
総
論
』
を
構
想
、
本
格
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
の

祖
で
あ
り
言
文
一
致
体
小
説
の
先
駆
と
も
な
る
『
浮
雲
』（
明
治
二
十
～
二
十

二
）
を
「
第
一
篇
」
か
ら
「
第
三
篇
」
ま
で
発
表
し
た
。
ま
た
、
明
治
二
十

一
（
一
八
八
八
）
年
の
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
「
あ
ひ
ゞ
き
」
等
の
口
語
訳
は
、
国

木
田
独
歩
を
は
じ
め
、
後
続
者
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。 

し
か
し
『
浮
雲
』
の
執
筆
過
程
で
思
想
的
動
揺
が
あ
り
、
小
説
を
中
絶
し

て
内
閣
官
報
局
に
入
っ
て
、
翻
訳
な
ど
の
業
務
に
約
十
年
間
携
っ
た
。
明
治

三
十
二
（
一
八
九
九
）
年
に
東
京
外
国
語
学
校
教
授
に
就
任
し
た
が
、
日
露

問
題
に
直
接
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
志
は
強
く
、
明
治
三
十
五
（
一
九

〇
二
）
年
に
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
渡
り
実
業
を
視
野
に
入
れ
て
活
動
す

る
も
支
援
者
と
対
立
、
さ
ら
に
北
京
で
警
察
学
校
の
事
務
長
と
な
っ
た
が
こ

こ
で
も
支
援
者
と
対
立
し
て
、
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
前
に
帰
国
し
た
。
明

治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
年
、
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し
て
久
し
ぶ
り
の
小
説

執
筆
と
な
る
『
其
面
影
』
（
明
治
三
十
九
）
や
『
平
凡
』
（
明
治
四
十
）
を
発

表
、
夏
目
漱
石
な
ど
と
も
交
流
し
た
。
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
朝

日
新
聞
露
都
特
派
員
と
し
て
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
向
か
っ
た
が
不
眠
症
に
悩
ま

さ
れ
肺
結
核
を
患
い
、
翌
年
、
日
本
へ
の
帰
国
中
に
ベ
ン
ガ
ル
湾
上
で
客
死

し
た
。 

 

出
典 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本
文
は
『
二
葉
亭
四
迷
全
集
』
第
一
巻
（
筑
摩
書
房 

昭
和
五
十
九
）
に

よ
っ
た
。
教
科
書
表
記
の
統
一
に
よ
る
変
更
の
ほ
か
は
、
本
文
に
異
同
は
な

い
。 
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語
句
の
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●
一
八
〇
ペ
ー
ジ 

上
19
心
附
い
て 

気
が
付
く
、
考
え
が
回
る
。
正
気

づ
く
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 
上
19
お
勢 

文
三
の
下
宿
先
の

娘
で
従
姉
妹
に
あ
た
る
。
母
親
の
お
政
は
、
文
三

が
官
吏
を
免
職
に
な
る
ま
で
は
二
人
の
結
婚
を

視
野
に
入
れ
て
お
り
、
お
勢
も
学
問
の
で
き
る
文

三
に
関
心
は
あ
っ
た
。
し
か
し
「
第
三
篇
」
第
十

九
回
の
段
階
で
は
、
文
三
の
同
僚
で
処
世
術
に
た

け
た
本
田
昇
か
ら
の
誘
い
に
強
く
心
動
か
さ
れ

て
い
る
。
語
り
手
は
お
勢
の
性
質
が
「
軽
躁

か

る

は

づ

み

」
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

上
20
文
三 

内
海
文
三
。
明
治

十
年
代
に
流
行
し
た
政
治
小
説
で
は
登
場
人
物

名
が
そ
の
性
質
や
役
割
を
表
現
し
て
い
る
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
内
海
文
三
・
本
田
昇
・
お
勢
・

お
政
と
い
っ
た
名
前
も
そ
れ
に
準
ず
る
か
。
文
三

は
お
勢
に
想
い
を
寄
せ
て
き
た
が
、
免
職
後
、
下

宿
で
の
立
場
を
徐
々
に
失
っ
て
い
き
、
復
職
の
手

助
け
を
昇
が
申
し
出
て
も
頑
な
な
態
度
を
と
り
、

お
勢
と
の
関
係
に
も
決
定
的
な
齟
齬
が
生
じ
て

し
ま
っ
て
い
る
。 

上
20
感
染
れ
て 

影
響
を
強
く
受
け
る
。 

上
21
畏
縮
た 

ち
ぢ
こ
ま
っ
て
元
気
が
な
く
な
る
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

上
21
理
性 

感
情
に
走
ら
ず
、

道
理
に
基
づ
い
て
考
え
た
り
判
断
し
た
り
す
る

能
力
。
明
治
期
、
西
洋
か
ら
の
啓
蒙
主
義
で
盛
ん

に
用
い
ら
れ
た
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
１
認
識 

認
め
知
る
こ
と
。

物
事
を
は
っ
き
り
知
り
、
そ
の
意
義
を
正
し
く
理

解
・
弁
別
す
る
こ
と
。
明
治
期
、
哲
学
や
心
理
学

の
用
語
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。 

下
２
奮
見
す
る 

激
し
く
外
に
現
れ
る
。 

下
３
﹆ 

シ
ロ
テ
ン
、
白
抜
き
点
、
批
点
な
ど
と
呼

ば
れ
、
主
に
読
点
と
句
点
の
中
間
の
半
終
止
符
と

し
て
、
明
治
二
十
年
代
頃
に
よ
く
用
い
ら
れ
た
。

欧
文
の
セ
ミ
コ
ロ
ン
に
相
当
し
、
ロ
シ
ア
文
学
の

厳
密
な
翻
訳
を
試
み
て
い
た
二
葉
亭
は
、
創
作
で

も
用
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
一
般
に
は
定
着
は

せ
ず
、
昭
和
二
十
一
年
、
文
部
省
の
表
記
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
の
、
今
日
で
も
用
例

は
極
め
て
少
な
い
。 

下
３
境
界 

各
人
を
と
り
ま
く
境
遇
。
境
涯
。
精
神
・

感
覚
の
働
き
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
状
態
。 

下
５
放
心 

心
配
す
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
。
安
心
。

放
念
。 

下
５
世
を
渡
る 

生
活
す
る
。
世
の
中
で
暮
ら
し
て

行
く
。
世
を
過
ご
す
。 

下
８
潮
界 

互
い
に
異
な
っ
た
性
質
の
海
流
が
接
触

す
る
境
界
、
あ
る
い
は
川
水
と
海
水
の
境
。
物
事

一
般
の
境
界
。 

下
８
？ 

疑
問
符
、
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
。
江
戸

時
代
後
期
、
蘭
学
者
に
よ
っ
て
欧
文
の
句
読
点
の

研
究
が
始
ま
り
、
前
野
良
沢
は
「
問
点
」
と
訳
し

た
。
明
治
期
の
日
本
語
文
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
定

着
し
た
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
８
此
危
い
境
を
放
心
し
て
渡

ツ
て
ゐ
て 

明
治
期
に
は
、「
浮
雲
い
」
と
書
い
て

「
あ
ぶ
な
い
」
と
読
む
こ
と
も
あ
っ
た
。「
放
心
」

を
「
う
つ
か
り
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
下
５
の
「
放

心
」
と
は
意
味
が
ず
れ
な
が
ら
同
じ
漢
字
を
用
い

る
こ
と
で
、
お
勢
の
性
質
の
様
々
な
現
れ
方
を
示

し
て
い
る
か
。 

キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト 

下
11
眠
つ
た
本
心 

こ
こ
で
は

お
勢
の
本
来
の
心
の
あ
り
方
を
指
す
と
思
わ
れ

る
が
、
文
三
の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
お
勢
の
「
本

心
」
が
仮
構
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で

き
る
。 
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鑑
賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
四
迷
の
執
筆
開
始
時
の
意
図
は
、
中
心
点
を
持
て
な
い
明
治
期
の
近
代
日

本
の
浮
動
性
を
典
型
的
な
人
物
の
配
置
と
展
開
に
よ
っ
て
批
判
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
同
時
代
の
風
俗
を
巧
み
に
写
し
な
が
ら
人
間

存
在
の
滑
稽
さ
を
活
写
し
た
ロ
シ
ア
の
ニ
コ
ラ
イ
・
ゴ
ー
ゴ
リ
の
影
響
が
あ

る
。 「

第
一
篇
」
で
は
、
ま
さ
に
明
治
十
年
代
の
政
治
小
説
の
主
人
公
の
エ
リ

ー
ト
性
を
剝
奪
さ
れ
た
内
海
文
三
の
思
い
込
み
を
外
部
か
ら
鋭
く
揶
揄
す
る

語
り
が
目
立
ち
、
式
亭
三
馬
な
ど
の
風
刺
に
適
し
た
文
体
を
借
用
し
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
三
と
お
勢
の
や
り
と
り
に
は
巖
本
善
治
が
主

宰
し
た
「
女
学
雑
誌
」
が
代
表
す
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ブ
・
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
影
響
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
お
勢
の
理
解
が
一
面
的
で
し
か
な
い
こ

と
が
そ
の
後
の
展
開
で
明
ら
か
に
な
り
、
文
三
の
お
勢
へ
の
一
方
的
な
崇
拝

的
眼
差
し
も
滑
稽
味
を
帯
び
て
く
る
。
「
第
二
篇
」
で
は
、
免
職
後
に
窮
地

に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
文
三
と
周
囲
の
会
話
の
す
れ
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
登

場
人
物
の
性
質
や
心
の
動
き
を
巧
み
に
示
す
地
の
文
の
語
り
が
、
共
に
三
遊

亭
円
朝
を
参
考
に
し
た
こ
な
れ
た
言
文
一
致
体
で
表
現
さ
れ
、
ド
ス
ト
エ
フ

ス
キ
ー
の
よ
う
に
多
声
的
で
緊
張
感
に
富
ん
だ
言
語
空
間
を
形
作
っ
て
い

る
。 引

用
箇
所
は
「
第
三
篇
」
の
最
終
回
に
あ
た
る
「
第
十
九
回
」
の
終
わ
り

近
く
で
あ
る
。
お
勢
と
の
許
婚
に
近
い
関
係
性
は
お
政
か
ら
暗
に
否
定
さ

れ
、
お
勢
か
ら
も
昇
へ
と
魅
か
れ
て
い
る
と
い
う
決
定
的
な
言
葉
を
す
で
に

浴
び
せ
ら
れ
て
い
た
。
に
も
拘
ら
ず
、
文
三
は
「
妄
想
」
に
捉
え
ら
れ
る
か

の
よ
う
に
、
現
在
の
自
分
自
身
の
現
実
を
正
確
に
把
握
で
き
ず
、
ま
る
で
下

宿
先
の
家
父
長
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
お
勢
の
今
後
を
案
じ
よ

う
と
し
て
い
る
。 

「
第
一
篇
」
の
頃
と
比
較
す
れ
ば
、
文
三
は
お
勢
の
「
軽
躁
」
な
性
質
を

あ
る
程
度
気
付
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
自
分
が
下
宿
に
お
い
て

父
の
よ
う
に
「
お
勢
の
病
」
の
「
境
界
」
に
介
入
し
、
昇
か
ら
家
族
を
守
る

立
場
に
あ
る
と
誤
認
し
て
い
る
点
を
、
語
り
手
は
坦
々
と
示
し
て
い
る
。
こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
現
在
、
お
勢
が
「
外
」
ば
か
り
で
な
く
「
内
」
か
ら
の

理
由
で
昇
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
点
を
分
析
す
る
だ
け
で
な
く
、
過
去
に
お
い

て
「
文
三
に
感
染
れ
て
」
い
た
こ
と
も
語
り
手
が
明
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
お
勢
の
眠
つ
た
本
心
」
と
は
、
文
三
か
ら
す
れ
ば
、
昇
に
傾
い
た
お
勢
の

気
持
ち
を
自
分
へ
と
引
き
戻
す
こ
と
を
暗
に
含
意
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ

も
そ
も
文
三
へ
の
か
つ
て
の
お
勢
の
敬
意
も
ま
た
、「
感
染
れ
」
に
過
ぎ
な

か
っ
た
と
暴
露
す
る
。
し
か
し
「
第
一
篇
」
と
比
べ
れ
ば
、
語
り
手
は
文
三

の
思
考
・
心
情
へ
と
寄
り
添
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、

「
刺
激
」
「
理
性
」「
認
識
」
と
い
っ
た
、
特
に
心
理
学
を
彷
彿
と
さ
せ
る
学

術
的
な
語
彙
が
お
勢
の
分
析
に
用
い
る
こ
と
と
も
関
連
し
て
く
る
だ
ろ
う
。

「
第
十
九
回
」
の
続
き
で
は
、
文
三
が
か
つ
て
学
ん
だ
心
理
学
の
錯
覚
を
め

ぐ
る
知
識
が
想
起
さ
れ
る
場
面
が
あ
り
、
両
者
が
共
通
の
知
的
基
盤
に
立
っ

て
い
る
こ
と
が
仄
め
か
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
文
三
と
語
り
手
は
、
お
勢
の
性

質
へ
の
分
析
的
視
座
を
共
有
し
つ
つ
、
お
勢
と
文
三
自
身
の
現
実
の
関
係
性

を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
「
認
識
」
は
ず
れ
ざ
る
を
得
な
い
。 

「
第
三
篇
」
の
語
り
手
は
、「
第
一
篇
」
と
は
大
き
く
異
な
り
、
ほ
ぼ
文

三
か
ら
見
え
る
現
象
の
み
に
限
定
し
て
世
界
を
描
写
し
、
時
に
文
三
の
内
的

独
白
を
模
写
し
た
よ
う
な
語
り
も
導
入
す
る
が
、
文
三
自
身
の
意
識
の
死
角

に
あ
る
不
都
合
な
事
実
も
、
的
確
に
記
述
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
語
り
手
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は
、
い
わ
ば
文
三
の
「
妄
想
」
の
生
成
を
正
確
に
記
述
し
な
が
ら
、
文
三
に

何
が
見
え
て
い
な
い
の
か
を
指
し
示
す
。
そ
し
て
ま
た
、
読
者
に
は
、
ど
こ

か
で
語
り
手
に
も
見
え
て
い
な
い
場
面
を
想
像
す
る
余
地
を
与
え
て
い
く
の

で
あ
る
。
十
川
信
介
「
二
葉
亭
四
迷
論 

増
補
版
」（
筑
摩
書
房 

昭
和
五

十
九
）、
小
森
陽
一
「
文
体
と
し
て
の
物
語
・
増
補
版
」
（
青
弓
社 

平
成
二

十
四
）、
同
「
構
造
と
し
て
の
語
り
・
増
補
版
」（
青
弓
社 

平
成
二
十

九
）
、
ヨ
コ
タ
村
上
孝
之
「
二
葉
亭
四
迷
」（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

平
成
二
十

六
）
が
参
考
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
小
澤 

純
） 


